
１
　
は
じ
め
に

　
国
語
の
授
業
に
お
い
て
、「
書
く
こ
と
」
が
益
々
重
視
さ
れ
て
き
て
い
る
。

「
書
く
こ
と
」
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
生
徒
の

書
き
た
い
と
い
う
意
欲
を
高
め
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
感
動
体
験
を
生
徒
に
さ
せ
る
こ
と
が
有
効
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、「
伝
統
的
な
言
語
文
化
」
の
一
つ
で
あ
る
「
連
歌
」
の
創
作
は
、
生
徒

に
言
語
活
動
を
通
し
て
感
動
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

句
を
付
け
る
こ
と
で
、
友
人
と
詩
を
共
同
で
創
作
す
る
と
い
う
体
験
は
、
言
葉

の
力
を
生
徒
に
実
感
さ
せ
る
契
機
と
も
な
り
う
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。

　
私
は
、
福
岡
県
行
橋
市
の
須
佐
神
社
で
行
わ
れ
て
い
る
連
歌
会
に
参
加
し
て

二
十
数
年
に
な 

。
連
歌
会
に
参
加
し
て
初
め
て
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
面
白

さ
が
あ
り
、
そ
れ
を
授
業
で
生
徒
に
伝
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
と
思
い
、
何

度
か
試
み
て
き 

。
古
典
の
授
業
で
は
、
松
尾
芭
蕉
の
発
句
に
句
を
付
け
て
表

る１た２

八
句
を
創
作
さ
せ
る
と
い
う
実
践
を
お
こ
な
っ 

。
し
か
し
、
芭
蕉
の
発
句
は
、

「
俳
諧
連
歌
」
の
発
句
で
あ
る
。
連
歌
の
学
習
は
、「
純
正
連
歌
」
か
ら
始
め
る

方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
今
回
は
、「
水
無
瀬
三
吟
百

韻
」
表
八
句
を
鑑
賞
し
、
そ
れ
に
句
を
付
け
さ
せ
て
い
く
授
業
を
実
践
し 

。

２
　
学
習
者
と
実
践
時
期
、
時
間
数

学
習
者
　
福
岡
県
立
北
筑
高
等
学
校
二
年
生
　
分
割
授
業
ク
ラ
ス
　
二
十
名

実
践
時
期
　
平
成
二
十
七
年
一
学
期
　
四
時
間

　
学
習
者
は
、
普
通
科
の
生
徒
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
四
年
生
大
学
へ
の
進
学

を
希
望
し
て
い
る
。

３
　
教
材
　「
水
無
瀬
三
吟
百
韻
」

　「
水
無
瀬
三
吟
百
韻
」
と
は
、
長
享
二
（
一
四
八
八
）
年
、
後
鳥
羽
院
の
二
百

五
十
回
忌
に
、
宗
祇
と
そ
の
高
弟
の
肖
柏
、
宗
長
の
三
人
が
詠
ん
だ
「
賦
何
人

た３

た４

─　　─８９

【
第
　
回
広
島
大
学
教
育
学
部
国
語
教
育
学
会
・
研
究
協
議
】
１

５６

心
と
言
葉
を
つ
な
げ
る
連
歌
創
作
指
導

─
─「
水
無
瀬
三
吟
百
韻
」
の
鑑
賞
か
ら
創
作
へ
─
─

黒
　
岩
　
　
　
淳



連
歌
」
の
通
称
で
あ
る
。
古
来
、
百
韻
連
歌
の
模
範
と
さ
れ
た
。
教
科
書
は
、

三
省
堂
『
高
等
学
校
　
古
典
Ｂ
　
古
文
編
』
を
使
用
し
た
。
百
韻
な
の
で
、
百

句
か
ら
な
る
の
で
あ
る
が
、
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
表
八
句
で
あ

る
。
ま
た
、『
新
総
合
　
図
説
国
語
』（
東
京
書
籍
）
の
季
語
一
覧
表
を
参
照
さ

せ
た
。４

　
授
業
目
標

（
１
）「
変
化
と
調
和
」
と
い
う
連
歌
の
特
質
を
理
解
さ
せ
る
。

（
２
）
連
歌
創
作
を
通
し
て
連
歌
の
面
白
さ
を
実
感
さ
せ
る
。

（
３
）
連
歌
創
作
を
通
し
て
句
を
鑑
賞
す
る
力
と
書
く
力
を
向
上
さ
せ
る
。

５
　
指
導
過
程

【
一
時
間
目
】

Ⅰ
「
水
無
瀬
三
吟
」
表
八
句
の
鑑
賞

（
１
）
形
式
・
構
成
の
確
認

①
各
句
の
音
数
に
つ
い
て
確
認
さ
せ
る
。

　
五
七
五
の
長
句
と
七
七
の
短
句
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

②
形
式
の
説
明
　
　
百
韻
（
百
句
） 
世  
吉 
（
四
十
四
句
）
歌
仙
（
三
十
六
句
）

よ
 よ
し

百
韻
の
場
合

　
初
折
　
　
表
八
句
　
裏
十
四
句
　
　
　
二
折
　
表
十
四
句
　
裏
十
四
句

　
三
折
　
表
十
四
句
　
裏
十
四
句
　
　
名
残
折
　
表
十
四
句
　
裏
八
句

と
な
る
。
懐
紙
に
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
た
か
も
、
紙
を
折
っ
て
示
し
、
表
・
裏

─　　─９０

　
　 
三
人
で
詠
む
　
百
句

水
無
瀬
　
三
吟
　
百
韻
　
　
　
　
室
町
時
代

釈
若
錫

　（
初
折
表
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
切
れ
字

発
句
　
　
雪
な
が
ら
山
も
と
霞
む
夕
べ
か
な
　
　
　
春
（
当
季
）

釈
若
錫

　（
本
歌
）「
見
渡
せ
ば
山
も
と
霞
む
水
無
瀬
川
夕
べ
は
秋
と
何
思
ひ
け
む
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
（
嗅
覚
）

 
脇 
　
　
行
く
水
遠
く
梅
に
ほ
ふ
里
　
　
　
　
　
　
　
春

釈
若

錫
錫

第
三
　
　
川
か
ぜ
に
一
む
ら
柳
春
み
え
て
　
　
　
　
　
春

　
　
　（
聴
覚
）
↓
　
　
は
っ
き
り
し
て
い
る

 
四 
　
　
舟
さ
す
音
も
し
る
き
明
け
が
た
　
　
　
　
　
雑

釈
若

錫
錫
錫
錫
錫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
推
量

 
五 
　
　
月
や
猶
霧
わ
た
る
夜
に
残
る
ら
ん
　
　
　
　
秋

釈
若
錫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詠
嘆

 
六 
　
　
霜
お
く
野
原
秋
は
暮
れ
け
り
　
　
　
　
　
　
秋

釈
若
錫

　
　
　（
聴
覚
）
↓
　
心
に
は
か
か
わ
り
な
く

 
七 
　
　
鳴
く
虫
の
心
と
も
な
く
草
枯
れ
て
　
　
　
　
秋

釈
若
錫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
形
容
動
詞

 
八 
　
　
垣
根
を
訪
へ
ば
あ
ら
は
な
る
道
　
　
　
　
　
雑

釈
若

錫
錫
錫
錫
錫

　
・
二
句
で
一
つ
の
世
界
　
　
　
　
　
　
―
調
和

　
・
打
越
（
二
つ
前
の
句
）
か
ら
離
れ
る
―
変
化

板
書



の
説
明
を
す
る
。「
奥
の
細
道
」
の
「 
面 
八
句
を
庵
の
柱
に
懸
け
置
く
」
と
い

お
も
て

う
一
節
も
紹
介
す
る
。

（
２
）
季
語
の
確
認

　
連
歌
は
、
季
語
を
含
む
「
季
の
句
」
と
季
語
を
含
ま
な
い
「 
雑 
の
句
」
に
分

ぞ
う

け
ら
れ
る
。
季
語
を
指
摘
さ
せ
、
季
節
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
。

　
一
　
霞
む
（
春
）
　
　
二
　
梅
（
春
）
　
　
　
三
　
柳
・
春
（
春
）

　
四
　
雑
　
　
　
　
　
　
五
　
月
・
霧
（
秋
）
　
六
　
秋
（
秋
）

　
七
　
虫
（
秋
）
　
　
　
八
　
雑

式
目
上
、
春
句
、
秋
句
は
三
～
五
句
続
け
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
夏
句
・
冬

句
は
、
一
～
三
句
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
。

（
３
）
発
句
・
脇
句
・
第
三
の
決
ま
り
ご
と

①
発
句
は
、
連
歌
会
が
開
催
さ
れ
た
と
き
の
季
節
を
詠
み
込
む
（
当
季
）。
水
無

瀬
三
吟
百
韻
は
、「
霞
む
」
と
い
う
季
語
が
あ
る
の
で
、
春
に
詠
ま
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
ま
た
、
発
句
に
は
、
切
れ
字
を
使
用
す
る
。「
か
な
」
が
切
れ
字

で
あ
る
。
発
句
は
挨
拶
句
で
も
あ
る
。
後
鳥
羽
院
の
「
見
わ
た
せ
ば
山
も
と

霞
む
水
無
瀬
川
夕
べ
は
秋
と
な
に
思
ひ
け
む
」（
新
古
今
和
歌
集
）
を
踏
ま
え
、

春
の
夕
べ
の
感
慨
を
詠
む
こ
と
で
、
後
鳥
羽
院
へ
の
敬
意
を
表
し
て
い
る
こ

と
に
も
な
る
。
こ
の
句
は
、
残
雪
を
詠
み
こ
ん
で
い
る
点
が
新
し
い
趣
向
と

い
え
る
。
俳
諧
連
歌
の
発
句
が
、
独
立
し
て
「
俳
句
」
に
な
っ
て
い
く
と
い

う
韻
文
の
歴
史
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

②
脇
句
は
、
発
句
と
同
じ
季
の
季
語
を
使
用
す
る
。
ま
た
、「
体
言
止
め
」
に
す
る
。

③
第
三
は
、「
て
」
止
め
が
一
般
的
で
あ
る
。
前
句
に
付
け
る
の
だ
が
、
発
句
か

ら
離
れ
る
必
要
が
あ
る
。
連
歌
で
は
、
二
つ
前
の
句
（ 
打
越 
）
に
戻
ら
な
い

う
ち
こ
し

よ
う
に
展
開
す
る
こ
と
が
肝
要
な
の
で
あ
る
。

（
４
）
展
開
の
確
認

　
ま
ず
、
発
句
と
脇
句
を
合
わ
せ
て
鑑
賞
さ
せ
る
。
雪
が
残
っ
て
い
る
山
の
麓

に
霞
が
か
か
っ
て
い
る
遠
景
に
、
梅
が
薫
っ
て
い
る
近
景
を
添
え
る
こ
と
で
、

立
体
的
な
風
景
が
描
か
れ
て
い
る
。
次
に
、
脇
句
に
第
三
が
付
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
梅
が
咲
い
て
い
る
里
に
、
川
か
ら
風
が
吹
い
て
き
て
柳
が
な
び
い
て
い
る

風
景
へ
と
転
じ
る
。

　
さ
ら
に
、
第
三
に
第
四
が
付
く
こ
と
で
、
舟
を
漕
ぐ
音
が
は
っ
き
り
と
聞
こ

え
る
明
け
方
の
川
の
情
景
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
。
第
四
に
第
五
が
付
く
と
、
夜
、

霧
が
立
ち
込
め
て
い
る
の
で
、
音
だ
け
が
聞
こ
え
て
く
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

季
節
も
秋
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
。
第
六
が
付
く
と
、
野
原
の
情
景
と
な
る
。
第

六
と
第
七
で
は
、
秋
が
終
わ
り
近
く
な
っ
た
の
で
、
草
も
枯
れ
た
と
い
う
内
容

と
な
り
、
第
七
と
第
八
で
は
、
草
が
枯
れ
た
の
で
道
も
露
わ
に
な
っ
た
と
、
前

の
句
を
生
か
し
た
付
け
に
な
っ
て
い
る
。
場
所
も
、
山
→
里
→
川
→
野
原
→
道

と
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
句
が
付
く
こ
と
で
、
前
に
戻
ら
ず
、
次
々
と
展
開
し
て
い
る

こ
と
を
生
徒
に
伝
え
た
い
。
四
季
を
詠
み
、
神
祇
釈
教
恋
無
常
、
様
々
な
こ
と

を
詠
む
こ
と
に
よ
り
、
連
歌
は
人
生
を
象
徴
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
同
じ

言
葉
が
繰
り
返
さ
れ
た
り
、
停
滞
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
式
目
が
あ
る
こ
と
も

説
明
し
た
い
。

（
５
）
句
材
の
確
認

　
連
歌
で
は
、
句
材
を
分
類
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
句
の
連
続
や
間
隔
に
決
ま

り
が
あ
る
。（
今
回
の
授
業
で
は
煩
雑
に
な
る
の
で
省
略
し
た
。）

①
関
係
す
る
句
材
を
指
摘
す
る
。

一
　
雪
（ 
降
物 
）
山
（

ふ
り
も
の

 
山
類 
）
霞
む
（

さ
ん
る
い

 
聳
物
 ）
夕
（

そ
び
き
も
の

 
時  
分 
）

じ
 ぶ
ん

─　　─９１



二
　
水
（ 
水
辺 
）
里
（

す
い
へ
ん

 
居
所 
）
梅
（

き
よ
し
よ

 
植
物 
・
木
）

う
え
も
の

三
　
川
（
水
辺
）
柳
（
植
物
・
木
）　
四
　
舟
（
水
辺
）
明
け
方
（
時
分
）

五
　
月
（
光
物
・
時
分
）
霧
（
聳
物
）
夜
（
時
分
）　
六
　
霜
（
降
物
）

七
　
虫
（ 
動
物
 ）
草
（
植
物
・
草
）　
八
　
垣
根
（
居
所
）

う
ご
き
も
の

【
句
去
り
】（
同
類
の
句
を
隔
て
る
数
）

五
句
去
り
（
間
に
五
句
を
挟
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）

　
　
水
辺
　
居
所
　
時
分
（
夜
と
夜
等
）
　
植
物
（
木
と
木
、
草
と
草
）

　
　
動
物
（
虫
と
虫
、
鳥
と
鳥
、
獣
と
獣
）

三
句
去
り

　
　
聳
物
　
降
物
　
光
物
　
植
物
（
木
と
草
）

　
　
動
物
（
虫
と
鳥
、
虫
と
獣
等
）
　
時
分
（
朝
と
夜
等
）

（
６
）
感
覚
的
な
表
現
の
確
認

　
感
覚
的
な
表
現
に
注
目
さ
せ
、
内
容
に
広
が
り
が
あ
る
こ
と
を
確
認
さ
せ
る
。

一
　
視
覚
　
二
　
嗅
覚
（
に
ほ
ふ
）
　
三
　
視
覚
　
四
　
聴
覚
（
舟
さ
す
音
）

五
　
視
覚
　
六
　
視
覚
　
七
　
聴
覚
（
鳴
く
虫
）
　
八
　
視
覚

Ⅱ
　
初
折
裏
一
の
付
句
創
作
（
小
短
冊
に
書
い
て
提
出
）

　「
垣
根
を
訪
へ
ば
あ
ら
は
な
る
道
」
に
句
を
付
け
さ
せ
る
。

　
こ
の
句
か
ら
連
想
し
て
、
五
七
五
の
長
句
を
つ
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
式
目

上
、
使
用
で
き
る
句
材
に
制
限
が
あ
る
。

①
一
旦
、
季
の
句
が
途
切
れ
た
ら
、
同
じ
季
節
の
句
は
、
七
句
、
間
を
空
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
春
の
句
、
秋
の
句
を
詠
む
事
は
出
来
な

い
。
季
の
句
で
あ
れ
ば
、
夏
か
冬
の
句
で
作
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
季
語

を
使
用
し
な
い 
雑 
の
句
を
続
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

ぞ
う

②
二
句
前
（
打
越
）
の
句
に
、
内
容
的
に
戻
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
具
体
的
に
は
、「
鳴
く
虫
の
心
と
も
な
く
草
枯
れ
て
」
の
句
と
似
た
内

容
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
虫
」
と
い
う
「 
動
物
 」

う
ご
き
も
の

が
あ
る
の
で
、
虫
や
動
物
は
詠
め
な
い
。「
草
」
と
い
う
「 
植
物 
」
が
あ
る
の

う
え
も
の

で
、
植
物
も
詠
め
な
い
の
で
あ
る
。

　
正
式
な
連
歌
で
は
、
細
か
な
式
目
が
あ
り
、「
神
祇
・
釈
教
・
恋
・
無
常
、
名

所
」
な
ど
は
、
冒
頭
の
十
句
つ
ま
り
、
初
折
裏
二
句
ま
で
は
詠
ま
な
い
等
、
使

用
で
き
る
句
材
に
制
限
が
あ
る
が
、
生
徒
に
創
作
さ
せ
る
場
合
、
そ
れ
ら
の
点

は
許
容
し
て
自
由
に
創
作
さ
せ
た
方
が
良
い
だ
ろ
う
。

　
今
回
は
、
な
る
べ
く
文
語
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
で
創
作
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

文
語
で
創
作
す
る
こ
と
で
、
文
語
文
法
へ
の
理
解
も
深
ま
る
と
考
え
た
か
ら
で

あ
る
。
生
徒
の
状
況
に
応
じ
て
、
口
語
で
創
作
さ
せ
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
指
示

す
る
際
、
連
歌
と
連
句
と
の
違
い
も
説
明
し
て
お
き
た
い
。
純
正
連
歌
は
、
大

和
言
葉
が
基
本
で
あ
る
が
、
俳
諧
連
歌
は
、 
俳
言 
を
自
由
に
使
用
す
る
。
俳
言

は
い
ご
ん

と
は
、
漢
語
や
外
来
語
、
俗
語
な
ど
で
あ
る
。
明
治
以
降
、
俳
諧
連
歌
を
「
連

句
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
る
。

【
二
時
間
目
】

（
１
）
生
徒
が
作
っ
た
句
（
初
折
裏
一
）
の
鑑
賞

　
生
徒
作
品
を
事
前
に
ま
と
め
て
、
プ
リ
ン
ト
し
て
お
く
。
生
徒
作
品
の
文
法

的
な
間
違
い
等
が
あ
れ
ば
、
指
摘
し
て
添
削
案
を
示
し
た
。

七
　
鳴
く
虫
の
心
と
も
な
く
草
枯
れ
て
　
植
・
動

八
　
垣
根
を
訪
へ
ば
あ
ら
は
な
る
道
　
　
居
所

（
付
句
） 

 

　（
添
削
案
）

１
　
五
月
雨
の
降
り
続
く
日
か
家
三
軒 

夏 

　
降
り
続
き
を
り

釈
若

錫
錫
錫
錫
錫
錫

─　　─９２



２
　
ス
イ
カ
割
り
海
で
遊
ん
で
楽
し
い
な 

夏 

海
に
遊
び
て
楽
し
め
り

釈
若

錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫

３
　
ぼ
く
た
ち
を
夏
か
ら
守
る
か
き
氷 

夏 

　
夏
よ
り
守
る

釈
若

錫
錫
錫
錫
錫

４
　
そ
こ
で
聞
く
に
ぎ
や
か
な
声
夏
の
音
が 

夏 

　
聞
き
た
る
は

釈
若

錫
錫
錫
錫
錫

５
　
は
っ
き
り
と
見
ゆ
る
虹
に
心
踊
る 

夏 

か
か
れ
る
虹
に
胸
踊
る

釈
若

錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫

６
　
進
ん
だ
ら
ト
マ
ト
き
ゅ
う
り
に
な
す
畑 

夏 

　
目
の
前
に

釈
若

錫
錫
錫
錫

７
　
雪
が
散
る
景
色
美
し
山
化
粧 

冬 

　
雪
の
散
る

釈
若

錫
錫
錫
錫

８
　
そ
こ
に
あ
る
凍
っ
た
池
の
魚
た
ち 

冬 

い
か
な
ら
ん
凍
り
し
池

釈
若

錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫

９
　
白
兎
跳
ね
て
雪
に
入
り
に
け
り 

冬 

　
跳
ね
つ
つ

釈
若

錫
錫

　
　
遠
方
に
兎
飛
び
交
う
姿
見
え 

冬 

　
飛
び
交
ふ

釈
若

錫
錫
錫
錫

１０　
　
勇
ま
し
き
青
竹
売
り
の
売
り
文
句

１１　
　
踏
み
入
る
と
思
い
も
よ
ら
ず
風
そ
よ
ぐ 
 

　
思
ひ
も
よ
ら
ず

釈
若

錫
錫
錫
錫
錫
錫

１２　
　
薄
暗
き
さ
す
木
漏
れ
日
と
澄
み
る
風 

 

森
の
中
・
澄
め
る
風

釈
若

錫
錫

釈
若

錫
錫
錫
錫

１３　
　
行
き
進
み
振
り
か
え
見
れ
ば
わ
が
足
跡 
 

　
振
り
む
き
・
足
の
跡

釈
若

錫
錫
錫
錫

釈
若

錫
錫
錫
錫

１４　
　
険
し
く
も
君
に
会
う
た
め
今
日
も
行
く 
 

　
会
ふ
た
め

釈
若

錫
錫
錫
錫

１５　
　
あ
ら
わ
れ
た
山
の
木
々
た
ち
立
ち
並
び 
 

高
々
と
深
山
の
木
々
は

釈
若

錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫

１６　
　
池
が
あ
り
さ
か
ん
に
泳
ぐ
魚
あ
り 

 

　
池
の
中

釈
若

錫
錫
錫
錫

１７　
　
木
の
間
か
ら
ぬ
け
る
青
空
美
し
き 

 

　
木
の
間
よ
り

釈
若

錫
錫
錫
錫
錫

１８　
　
寂
し
さ
が
心
に
し
み
る
月
の
光 

 

寂
し
さ
の
心
に
し
む
る

釈
若

錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫

１９　
　
つ
み
か
さ
ね
自
分
の
道
に
花
咲
か
す

２０　
　
見
渡
せ
ば
お
菓
子
の
家
と
小
鳥
の
さ
え
ず
り 

　
飛
ぶ
小
鳥

釈
若

錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫

２１　
音
数
が
揃
っ
て
い
な
い
句
や
４
・
８
の
よ
う
に
「
そ
こ
」
と
い
っ
た
代
名
詞

を
使
い
、
前
句
に
寄
り
か
か
り
す
ぎ
て
い
る
句
が
あ
っ
た
。
文
語
や
歴
史
的
仮

名
遣
い
も
難
し
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
６
・
　
・
　
・
　
は
「 
植  
物 
」、
８
・
９
・

う
え
 も
の

１６

１８

２０

　
・
　
・
　
は
「 
動  
物 
」
を
詠
ん
で
い
る
の
で
、「 
打  
越 
」
に
戻
っ
て
し
ま
う

う
ご
き
 も
の
 

う
ち
 こ
し

１０

１７

２１

こ
と
に
な
る
。
事
前
の
指
示
が
徹
底
し
て
い
な
か
っ
た
と
反
省
し
た
。

（
２
）
連
歌
実
作

　
生
徒
の
作
品
を
鑑
賞
し
た
後
、
そ
の
中
か
ら
一
句
を
採
択
。
私
の
方
で
　
の
１５

句
を
初
折
裏
第
一
と
し
て
採
択
し
た
。
恋
の
句
で
あ
る
。（
正
式
な
連
歌
で
は
、

恋
の
句
は
初
折
裏
第
三
以
降
に
し
か
詠
め
な
い
）
前
句
と
合
わ
せ
る
と
、
険
し

く
と
も
恋
し
い
君
に
会
う
た
め
今
日
も
出
か
け
た
と
こ
ろ
、
思
い
も
か
け
ず
道

が
露
わ
で
あ
っ
た
と
い
う
内
容
に
な
る
。
恋
句
は
、
生
徒
を
刺
激
す
る
。
自
由

な
発
想
を
期
待
し
た
。
採
択
し
た
句
を
懐
紙
（
句
を
記
入
し
や
す
い
よ
う
に
罫

線
を
入
れ
た
プ
リ
ン
ト
）
に
写
す
よ
う
指
示
す
る
。

　
そ
の
後
、
初
折
裏
二
～
五
句
ま
で
を
実
作
さ
せ
る
。
教
室
を
座
に
見
立
て
る

わ
け
で
あ
る
。
生
徒
に
小
短
冊
（
付
句
用
紙
）
を
数
枚
渡
し
て
、
短
句
の
付
句

を
作
ら
せ
た
。
机
間
を
巡
回
し
て
、
小
短
冊
を
回
収
。
十
句
程
度
集
ま
っ
た
と

こ
ろ
で
、
一
句
を
採
択
し
板
書
す
る
。「
波
越
え
求
む
崖
の
上
の
恋
」
と
い
う
句

を
第
二
と
し
て
採
択
す
る
こ
と
に
し
た
。
前
句
の
「
険
し
く
も
」
と
い
う
言
葉

を
う
ま
く
生
か
し
て
い
る
。「
崖
の
上
の
恋
」
と
い
う
激
し
い
恋
を
思
わ
せ
る
言

葉
に
、
教
室
は
盛
り
上
が
っ
た
。
生
徒
に
は
、
採
択
し
た
句
を
懐
紙
に
写
さ
せ

る
。
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
今
度
は
、
採
択
し
た
句
に
、
長
句
を
付
け
る
よ
う

促
す
。
幾
つ
か
提
出
さ
れ
た
句
の
中
か
ら
「
舟
を
出
し
大
海
原
を
と
も
に
行
く
」

を
第
三
と
し
て
選
ん
だ
。
打
越
の
第
一
句
と
「
行
く
」
が
重
な
っ
て
い
る
の
が

気
に
な
る
が
、
前
の
句
に
う
ま
く
付
い
て
い
る
と
感
じ
た
か
ら
で
あ
る
。「
と
も

に
行
く
」
の
だ
か
ら
、
既
に
恋
は
成
就
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
さ
ら
に
激
し
い

も
の
を
求
め
て
い
る
の
だ
ね
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。
そ
し
て
、
第
四
に
つ
い
て
は
、

全
員
創
作
す
る
こ
と
と
し
、
授
業
時
間
内
に
出
来
な
か
っ
た
生
徒
は
、
放
課
後
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ま
で
に
創
作
し
て
提
出
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
ま
た
、
句
を
記
し
た
未
回
収
の

小
短
冊
も
す
べ
て
提
出
さ
せ
た
。

八
　
垣
根
を
訪
へ
ば
あ
ら
は
な
る
道
　
　
　
　
　
　
　
肖
柏
　
雑

（
初
折
裏
）

一
　
険
し
く
も
君
に
会
ふ
た
め
今
日
も
行
く
　
　
　
　
亮
太
　
雑

二
　
波
越
え
求
む
崖
の
上
の
恋
　
　
　
　
　
　
　
　
野
乃
華
　
雑

三
　
舟
を
出
し
大
海
原
を
と
も
に
行
く
　
　
　
　
　
　
　
迅
　
雑

【
三
時
間
目
】

　
前
回
創
作
し
た
句
を
す
べ
て
一
覧
に
し
て
紹
介
。
鑑
賞
し
た
後
、
第
四
は

「
き
ら
き
ら
光
る
私
と
あ
な
た
」
を
採
択
す
る
こ
と
に
し
た
。
二
十
人
を
三
～
四

人
の
六
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
初
折
裏
の
続
き
を
創
作
さ
せ
る
。
季
の
式
目
に
つ

い
て
は
守
ら
せ
た
が
、
そ
の
他
の
式
目
に
つ
い
て
は
、
許
容
し
た
。
一
人
最
低

一
句
は
付
け
さ
せ
、
終
わ
ら
な
か
っ
た
班
は
、
放
課
後
に
提
出
さ
せ
た
。

【
四
時
間
目
】

（
１
）
各
グ
ル
ー
プ
の
生
徒
作
品
の
鑑
賞

　
プ
リ
ン
ト
に
は
、
生
徒
の
作
品
を
掲
げ
、
そ
の
横
に
添
削
案
を
示
し
た
。
三

班
ほ
ど
、
紹
介
し
た
い
。

四
　
き
ら
き
ら
光
る
私
と
あ
な
た
　
　
　
　
　
　
　
　
咲
耶
　
雑

（
Ａ
班
）

五
　
よ
み
が
へ
る
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
あ
の
夜
が
　
　
　
航
平
　
冬

六
　
涙
と
と
も
に
雪
が
降
り
た
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
迅
　
冬

七
　
夜
が
明
け
て
ミ
ズ
キ
の
花
が
山
に
咲
く
　
　
　
　
佳
生
　
夏

八
　
さ
み
し
く
ひ
と
り
花
を
と
り
た
り
　
　
　
　
　
　
　
迅
　
春
→
雑

九
　
く
る
く
る
と
心
奪
は
れ
バ
レ
リ
ー
ナ
　
　
　
　
　
航
平
　
雑

十
　
大
空
に
咲
く
さ
や
け
き
花
火
　
　
　
　
　
　
　
　
佳
生
　
秋

（
添
削
案
）

五
　
よ
み
が
へ
る
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
あ
の
夜
が
　
　
冬

六
　
涙
と
と
も
に
雪
の
降
り
た
り
　
　
　
　
　
　
　
冬

七
　
奥
山
の
ミ
ヅ
キ
の
花
は
い
つ
咲
か
ん
　
　
　
　
夏

八
　
ひ
と
り
さ
み
し
く
求
め
行
き
け
り
　
　
　
　
　
雑

九
　
く
る
く
る
と
心
奪
ふ
は
バ
レ
リ
ー
ナ
　
　
　
　
雑

十
　
大
空
に
咲
く
さ
や
け
き
花
火
　
　
　
　
　
　
　
秋

　
五
「
ミ
ズ
キ
の
花
」
の
花
は
、
夏
の
季
語
な
の
で
、
六
に
付
け
る
に
は
、
無

理
が
あ
る
。
し
か
し
「
み
ず
き
」
に
女
の
子
の
名
前
を
掛
け
て
い
る
ら
し
く
是

非
使
い
た
い
と
の
こ
と
。
そ
こ
で
、「
い
つ
咲
か
ん
」
と
推
量
の
表
現
に
す
る
こ

と
に
し
、
季
移
り
と
し
た
。
八
の
「
花
」
は
、
前
句
の
繰
り
返
し
に
も
な
る
し
、

ま
た
、
連
歌
に
お
い
て
は
「
桜
」
を
意
味
す
る
特
別
な
言
葉
で
あ
り
、
春
の
季

語
に
も
な
る
の
で
訂
正
。
十
「
さ
や
け
き
」
は
、
バ
レ
エ
を
し
て
い
る
女
生
徒

の
「
さ
や
」
と
い
う
名
前
を
詠
み
こ
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

（
Ｄ
班
）

五
　
氷
上
で
走
り
回
っ
て
汗
輝
く
　
　
　
　
　
　
　
　
礼
二
　
冬

六
　
手
を
取
り
あ
っ
て
華
麗
な
ス
テ
ッ
プ
　
　
　
　
　
晋
也
　
雑

七
　
し
ん
し
ん
と
降
り
つ
る
雪
は
白
染
め
て
　
　
　
未
彩
希
　
冬

─　　─９４



八
　
白
い
兎
が
茶
色
に
変
わ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
咲
耶
　
春
？

九
　
梅
の
木
で
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
と
ウ
グ
イ
ス
鳴
く
　
　
礼
二
　
春

（
添
削
案
）

五
　
氷
上
を
滑
り
回
れ
ば
汗
の
出
づ
　
　
　
　
　
　
冬

六
　
冷
え
し
手
を
取
り
軽
き
ス
テ
ッ
プ
　
　
　
　
　
冬

七
　
し
ん
し
ん
と
降
り
た
る
雪
は
積
も
り
け
り
　
　
冬

八
　
獣
の
毛
色
変
は
り
ゆ
く
ら
ん
　
　
　
　
　
　
　
雑

九
　
梅
の
木
に
鳴
く
は
鶯
声
高
く
　
　
　
　
　
　
　
春

　
五
と
七
が
冬
の
句
な
の
で
、
六
も
冬
の
季
語
が
必
要
。
全
体
的
に
音
数
が

揃
っ
て
い
な
い
の
で
、
訂
正
案
は
定
型
に
し
て
み
た
。
八
「
兎
」
は
冬
の
季
語

な
の
で
、「
獣
」
に
変
更
。

（
Ｅ
班
）

五
　
い
つ
か
ら
か
は
じ
ま
っ
た
の
か
想
い
あ
い
　
　
　
紗
代
　
雑

六
　
染
ま
る
頬
を
空
の
せ
い
に
し
た
　
　
　
　
　
　
　
芽
以
　
雑

七
　
最
後
だ
け
私
に
打
た
せ
て
終
止
符
を
　
　
　
　
野
乃
華
　
雑

（
添
削
案
）

五
　
い
つ
よ
り
か
始
ま
り
に
け
ん
両
想
ひ
　
　
　
　
雑

六
　
染
ま
り
し
頬
は
夕
日
の
故
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
雑

七
　
最
後
の
み
我
に
打
た
せ
よ
終
止
符
を
　
　
　
　
雑

　
五
六
は
、
音
数
を
そ
ろ
え
、
文
語
に
し
て
み
た
。
恋
の
雰
囲
気
を
ず
っ
と
続

け
た
よ
う
で
あ
る
。

（
２
）「
水
無
瀬
三
吟
百
韻
」
の
続
き
の
鑑
賞

一
　
山
深
き
里
や
嵐
に
送
る
ら
ん
　
　
　
　
長
　
　
　
雑

二
　
な
れ
ぬ 
住
居 
ぞ
さ
び
し
さ
も
憂
き
　
　
祇
　
　
　
雑

す
ま
ゐ

三
　
今
更
に
ひ
と
り
あ
る
身
を
思
ふ
な
よ
　
柏
　
　
　
雑

四
　
う
つ
ろ
は
む
と
は
か
ね
て
知
ら
ず
や
　
長
　
　
　
雑
　（
以
下
略
）

　
時
間
が
あ
れ
ば
、
紹
介
し
た
い
と
考
え
た
が
、
今
回
は
省
略
し
た
。

（
３
）
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
入

　
次
の
三
項
目
に
つ
い
て
記
入
さ
せ
た
。

①
生
徒
作
品
の
中
か
ら
、
も
っ
と
も
気
に
い
っ
た
作
品
を
選
び
、
ど
こ
が
い
い

と
思
っ
た
の
か
、
書
き
な
さ
い
。

②
前
句
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
か
、
ま
た
、
句
を
付
け
る
こ
と
で
、
前
句
と

合
わ
せ
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
か
、
書
き
な
さ
い
。（
工

夫
し
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の
こ
と
に
も
触
れ
る
こ
と
）

③
連
歌
創
作
に
つ
い
て
の
感
想
（
句
を
付
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、
友
人
の
句
、

自
分
の
句
、
連
歌
の
魅
力
等
）

　
ま
ず
、
①
に
つ
い
て
書
い
た
も
の
を
紹
介
し
た
い
。

前
句
　
　
　
　
　
く
る
く
る
と
心
奪
ふ
は
バ
レ
リ
ー
ナ
　
　
雑

気
に
入
っ
た
句
　
大
空
に
咲
く
さ
や
け
き
花
火
　
　
　
　
　
秋

　
一
人
の
バ
レ
リ
ー
ナ
の
女
性
に
恋
し
た
男
性
の
心
情
で
、
そ
の
女
性
の
華

麗
な
踊
り
に
心
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
な
と
思
っ
た
。
ま
た
、
次
の
句

で
、
一
緒
に
花
火
を
見
に
さ
そ
う
こ
と
が
で
き
た
の
か
な
と
思
っ
た
。
バ
レ

─　　─９５



リ
ー
ナ
に
片
想
い
し
て
い
る
一
人
の
男
性
が
想
像
で
き
て
良
い
な
と
思
っ
た
。

（
Ｒ
・
Ｔ
）

　
次
に
②
に
つ
い
て
書
い
た
も
の
。

前
句
　
　
　
舟
を
出
し
大
海
原
を
共
に
行
く
　
　
雑

自
作
の
句
　
き
ら
き
ら
光
る
私
と
あ
な
た
　
　
　
雑

　
前
句
で
も
恋
の
句
が
続
い
て
い
て
、
付
句
に
は
壮
大
だ
け
ど
二
人
き
り
で

あ
る
嬉
し
さ
や
新
し
い
場
所
に
二
人
で
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
キ
ュ
ン
キ
ュ
ン

し
な
が
ら
い
る
姿
を
書
い
て
み
た
。
恋
で
の
キ
ラ
キ
ラ
は
私
に
と
っ
て
は
青

春
を
表
し
て
く
れ
る
と
思
っ
た
か
ら
、「
キ
ラ
キ
ラ
光
る
わ
た
し
と
あ
な
た
」

に
し
た
。
あ
と
は
、
キ
ラ
キ
ラ
と
い
う
と
こ
ろ
に
太
陽
の
光
の
こ
と
を
表
し

て
み
た
。
太
陽
の
光
が
海
に
反
射
し
て
輝
い
て
い
る
の
は
本
当
に
キ
ラ
キ
ラ

し
て
い
る
と
思
っ
た
か
ら
。
良
い
連
歌
に
な
っ
た
か
な
と
思
う
。（
Ｓ
・
Ｊ
）

　
③
の
感
想
を
幾
つ
か
、
分
類
し
て
紹
介
す
る
。

【
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
楽
し
さ
】

・
皆
考
え
方
や
想
像
す
る
こ
と
が
バ
ラ
バ
ラ
で
、
同
じ
前
句
で
も
色
々
な
句
が

つ
く
れ
て
い
て
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
た
し
、
グ
ル
ー
プ
で
連
歌
を
作
る
こ
と

に
よ
っ
て
友
達
と
も
仲
良
く
な
れ
る
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な

が
ら
楽
し
く
で
き
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
連
歌
の
魅
力
を
感
じ
た
。（
Ｓ
・
Ｙ
）

・
連
歌
は
自
分
ひ
と
り
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
前
句
が
あ
り
、
自
分
が
ど
の

よ
う
な
句
を
作
る
か
で
、
ま
た
そ
の
後
の
物
語
が
変
わ
っ
て
行
く
の
で
面
白

い
な
と
思
っ
た
。
そ
れ
に
友
人
の
句
を
自
分
の
句
で
つ
な
ぎ
、
ま
た
友
人
が

つ
な
ぐ
と
い
う
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
実
感
で
き
る
も
の
な
ん
だ
と
改
め
て

思
っ
た
。
自
分
が
考
え
て
い
た
物
語
と
は
違
う
物
語
に
な
っ
た
り
、
場
面
が

一
つ
の
句
で
急
に
変
わ
っ
た
り
、
今
回
の
授
業
を
通
し
て
連
歌
と
は
奥
深
い

も
の
で
、
人
と
つ
な
が
る
こ
と
の
で
き
る
、
本
当
に
お
も
し
ろ
い
も
の
な
ん

だ
と
実
感
す
る
こ
と
が
き
た
。（
Ｒ
・
Ｔ
）

・
歌
を
作
る
事
も
楽
し
か
っ
た
が
、
私
は
や
は
り
最
後
に
皆
で
作
っ
た
歌
を
連

ね
て
見
る
方
が
楽
し
か
っ
た
。
人
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
強
く
出
て
い
た
と
想

う
。
み
ん
な
の
想
い
が
直
線
上
に
並
び
、
思
い
思
い
に
表
現
し
て
、
み
ん
な

で
楽
し
ん
で
見
る
点
は
、
と
て
も
良
い
物
だ
と
思
っ
た
。
た
ま
に
は
、
こ
う

い
う
事
を
し
て
そ
の
人
の
知
ら
な
い
内
面
も
知
っ
た
り
で
き
る
の
で
、
や
っ

て
も
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。（
Ｍ
・
Ｉ
）

【
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
の
面
白
さ
】

・
連
歌
は
前
の
句
に
関
連
さ
せ
た
句
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
し
、
ル
ー
ル
も

な
ん
か
あ
っ
て
難
し
い
。
前
の
句
に
合
う
よ
う
に
す
る
「
調
和
」
と
、
打
越

（
二
句
前
の
句
）
か
ら
離
れ
る
「
変
化
」
が
あ
っ
て
連
歌
を
つ
づ
け
る
の
は
想

像
以
上
に
難
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
し
か
し
、
一
人
で
考
え
る
の
で

も
班
で
一
緒
に
作
っ
て
行
く
に
し
て
も
、
ど
ん
ど
ん
句
が
ス
ト
ー
リ
ー
を

作
っ
て
い
っ
て
、
自
分
に
回
っ
て
き
た
ら
ま
た
考
え
、
ま
た
他
の
人
の
句
を

み
て
ど
ん
ど
ん
続
く
ス
ト
ー
リ
ー
を
楽
し
む
の
が
連
歌
の
魅
力
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。（
Ｒ
・
Ｍ
）

・
前
句
に
あ
る
言
葉
を
使
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
は
難
し
い
と
思
っ
た
け
れ
ど
、

一
つ
言
葉
を
変
え
る
だ
け
で
雰
囲
気
や
そ
の
続
き
も
か
な
り
変
わ
る
の
で
お

も
し
ろ
い
な
と
思
っ
た
。
ど
ん
な
展
開
に
持
っ
て
行
く
か
は
自
分
た
ち
次
第

だ
か
ら
色
々
個
性
が
あ
っ
て
ま
た
作
っ
て
み
た
い
。（
Ｍ
・
Ｍ
）
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【
表
現
の
多
様
性
・
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
】

・
前
の
人
が
作
っ
た
句
を
自
分
な
り
の
解
釈
で
、
ま
た
さ
ら
に
新
し
い
句
を
決

め
ら
れ
た
語
で
表
現
す
る
の
は
楽
し
か
っ
た
し
、
友
達
が
作
っ
た
句
を
聞
い

て
、
そ
の
人
そ
れ
ぞ
れ
の
と
ら
え
方
や
表
現
の
仕
方
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
で

お
も
し
ろ
か
っ
た
。（
Ｎ
・
Ｙ
）

・
連
歌
は
難
し
い
も
の
だ
。
人
と
つ
な
げ
て
ず
っ
と
つ
な
げ
て
い
く
の
は
ど
ん

な
も
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
実
際
や
っ
て
み
る
と
楽
し
く
て
一
人
一

人
の
個
性
や
考
え
方
が
歌
に
反
映
さ
れ
て
面
白
か
っ
た
。
連
歌
を
作
っ
て
行

く
う
え
で
、
季
語
の
つ
な
げ
方
の
ル
ー
ル
も
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

春
夏
秋
冬
と
雑
が
あ
り
、
三
句
続
け
る
決
ま
り
が
あ
っ
た
り
と
始
め
て
知
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。
私
は
恋
の
歌
が
、
見
て
い
て
な
ん
だ
か
気
恥
ず
か
し
い

感
じ
が
し
て
、
好
き
で
あ
る
。
そ
の
人
は
こ
ん
な
恋
愛
を
し
た
ん
だ
な
あ
と

か
、
誰
を
今
想
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
か
、
人
の
恋
愛
の
歌
は
自
分
ま
で

き
ゅ
ん
き
ゅ
ん
で
き
る
の
で
、
も
っ
と
多
く
の
歌
を
知
り
た
い
と
想
っ
た
。

（
Ａ
・
Ｈ
）

・
み
ん
な
の
発
想
力
に
驚
い
た
。
恋
の
句
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
で
も
、
い
ろ

ん
な
見
方
が
あ
っ
て
、
表
現
の
仕
方
が
あ
っ
て
お
も
し
ろ
い
な
と
思
っ
た
。

ル
ー
ル
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
り
と
か
、
前
の
句
に
続
け
た
り
と
か
い
ろ
い
ろ

意
識
す
る
と
書
き
に
く
か
っ
た
り
も
し
た
け
ど
、
結
構
自
由
で
い
い
ん
だ
な

と
み
ん
な
の
連
歌
を
み
な
が
ら
思
っ
た
。
誰
が
か
い
た
か
を
知
っ
た
上
で
連

歌
を
よ
む
と
、
そ
の
人
の
心
情
や
気
持
ち
が
出
て
く
る
の
か
な
と
思
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
で
つ
く
る
の
は
難
し
か
っ
た
し
、
時
間
が
短
か
か
っ
た
け
ど
、
助

け
合
い
な
が
ら
つ
く
れ
た
の
は
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
い
つ
か
機
会
が
あ
れ
ば

つ
く
っ
て
み
た
い
な
と
も
思
う
。（
Ｓ
・
Ｊ
）

６
　
評
価
の
観
点

　
授
業
目
標
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
評
価
の
観
点
を
以
下
の
通
り
設
定
し
た
。

（
１
）
連
歌
の
特
質
を
理
解
で
き
た
か
。（
知
識
・
理
解
）

（
２
）
積
極
的
に
句
を
創
作
し
、
面
白
さ
を
実
感
で
き
た
か
。（
意
欲
）

（
３
）
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
し
っ
か
り
と
文
章
を
書
け
た
か
。（
表
現
）

７
　
成
果
と
課
題

　
評
価
の
観
点
に
添
っ
た
形
で
成
果
と
課
題
を
考
え
て
み
た
い
。

（
１
）
連
歌
の
特
質

　
生
徒
の
感
想
の
中
に
、
連
歌
の
特
質
と
し
て
重
要
な
「
調
和
と
変
化
」
に
つ

い
て
触
れ
て
い
る
も
の
も
見
ら
れ
た
が
、
提
出
さ
れ
た
生
徒
作
品
を
見
て
み
る

と
、
展
開
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
多
数
見
ら
れ
た
。
つ
い
つ
い
前

に
出
て
い
る
句
に
引
き
ず
ら
れ
て
し
ま
う
の
は
、
自
然
な
こ
と
で
、
意
識
し
な

い
と
同
じ
よ
う
な
句
が
続
い
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。
式
目
は
、
そ
う
な
ら
な

い
た
め
の
仕
掛
け
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
連
歌
に
お
い
て
季
語
が
重
要
な
意
味

を
も
つ
こ
と
に
気
が
つ
い
た
生
徒
も
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

（
２
）
積
極
的
な
創
作
と
連
歌
の
面
白
さ
の
実
感

　
句
を
作
る
数
は
、
生
徒
に
よ
っ
て
差
が
見
ら
れ
る
。
短
時
間
に
多
数
の
句
を

作
る
者
も
い
れ
ば
、
苦
吟
し
て
や
っ
と
一
句
を
作
る
事
が
で
き
た
者
も
い
る
。

感
想
を
読
ん
で
み
る
と
概
ね
楽
し
さ
は
感
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
３
）
文
章
の
記
述
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四
時
間
目
に
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
さ
せ
た
が
、
多
く
の
生
徒
は
、
自
分
の

体
験
を
踏
ま
え
て
、
積
極
的
に
書
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、「
書
く
こ

と
」
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
誰
に
向
け
て
書
く
の
か
、
ど
の
よ
う
に
点
を
中
心

に
ま
と
め
る
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
最
初
に
明
示
し
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
文
章
を
読
み
合
う
時
間
も
設
定
し
て
、
意
見
を
交
わ
す
こ
と
で
、

よ
り
よ
い
文
章
表
現
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
る
し
、
よ
り
深
い
理
解
に
つ

な
が
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

８
　
終
わ
り
に

　
今
回
、「
書
く
こ
と
」
に
つ
な
げ
る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
、
連
歌
の
授
業

を
考
え
、
実
践
し
て
み
た
。
反
省
点
も
多
々
あ
る
が
、
目
標
の
設
定
の
仕
方
に

よ
っ
て
、
連
歌
の
授
業
は
様
々
な
組
み
立
て
方
が
で
き
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

例
え
ば
、
文
語
で
書
か
せ
る
こ
と
を
も
っ
と
重
視
す
る
な
ら
ば
、
古
典
の
よ
り

深
い
理
解
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。
今
回
は
二
十
人
と
い
う
少
人
数
の
ク
ラ
ス

で
授
業
を
行
っ
た
。
四
十
人
に
な
る
と
ま
た
違
っ
た
工
夫
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
だ
ろ
う
。

　「
言
葉
」
を
つ
な
げ
る
こ
と
で
「
心
」
を
つ
な
ぐ
楽
し
さ
が
実
感
で
き
る
「
連

歌
」
の
魅
力
は
、
も
っ
と
多
く
の
生
徒
に
伝
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
。

私
自
身
連
歌
の
勉
強
を
続
け
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
指
導
法
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

注１
　
行
橋
市
須
佐
神
社
で
は
、
夏
の
祇
園
祭
に
お
い
て
、
享
禄
三
（
一
五
三
○
）

年
よ
り
、
氏
子
等
に
よ
り
連
歌
が
奉
納
さ
れ
続
け
て
い
る
。
私
が
参
加
し
て

い
る
今
井
祇
園
連
歌
の
会
は
、
毎
月
一
回
世
吉
連
歌
を
巻
い
て
い
る
。

拙
稿
「
現
代
の
連
歌
─
福
岡
県
行
橋
市
須
佐
神
社
今
井
祇
園
連
歌
の
会
─
」

（
数
研
国
語
通
信
『
つ
れ
づ
れ
』
一
七
号
・
二
○
一
○
年
）

　
ま
た
、
行
橋
市
で
は
、
平
成
十
六
年
の
国
民
文
化
祭
の
一
環
と
し
て
連
歌

大
会
が
開
催
さ
れ
、
中
学
生
・
高
校
生
の
座
も
三
座
設
け
ら
れ
た
。
翌
年
か

ら
、
教
育
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
毎
年
、
夏
休
み
に
市
内
の
中
高
校
生
を

募
っ
て
連
歌
講
座
を
二
回
開
き
、
秋
に
は
県
民
文
化
祭
の
一
環
と
し
て
連
歌

大
会
を
開
催
し
て
い
る
。
学
生
座
は
五
座
設
け
ら
れ
て
い
る
。

２
　
今
ま
で
の
実
践
を
一
冊
の
本
に
ま
と
め
た
。『
連
歌
と
国
語
教
育
─
座
の
文

学
の
魅
力
と
そ
の
可
能
性
─
』（
渓
水
社
・
二
○
一
二
年
）

３
　
拙
稿
「
古
典
の
授
業
に
お
い
て
連
歌
を
い
か
に
指
導
す
る
か
─
芭
蕉
の
発

句
を
も
と
に
し
た
表
八
句
創
作
指
導
を
例
と
し
て
─
」『
月
刊
国
語
教
育
研

究
』
四
八
八
号
（
日
本
国
語
教
育
学
会
・
二
○
一
二
年
十
二
月
）

４
　
飯
田
洋
氏
に
よ
っ
て
、
連
歌
教
材
化
の
研
究
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

「
高
校
に
お
け
る
古
典
韻
文
へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
る
学
習
指
導
法
に
つ
い

て
─
連
歌
の
教
材
化
を
中
心
に
─
」（
昭
和
六
三
年
度
千
葉
県
長
期
研
修
生
研

究
報
告
）

　
ま
た
、
光
田
和
伸
氏
の
次
の
論
考
も
参
考
に
し
た
。

「
連
歌
の
『
詠
み
方
』
と
『
読
み
方
』─
宗
祇
一
座
「
水
無
瀬
三
吟
」「
湯
山
三

吟
」
を
矩
と
し
て
─
」（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
『
日
本
研
究
』
第
三

六
集
・
二
〇
〇
七
年
）

 

（
福
岡
県
立
北
筑
高
等
学
校
）

─　　─９８




